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 １．開  会 

 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部）  

それでは、定刻となりましたので、ただいまから第２回久慈川水系河川整備懇談会

を開催いたします。 

 本日の司会を務めさせていただきます県北広域振興局土木部河川港湾課長の田村

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、配付資料の確認をさせていただきます。お手元にお配りのクリップ留めの

資料のほうでご確認をお願いいたします。まず、懇談会の次第になります。その後

ろに座席表、そしてその後ろが出席者名簿、それから配付資料の一覧ということで、

その後ろから資料がついておりますけれども、資料１―１、第１回懇談会の概要版

が１枚、それから資料１―２、第１回懇談会意見一覧表、これも１枚です。それか

ら資料２―１、第１回懇談会意見への回答・対応、これがホチキスでつづっている

ものになります。次に、資料２―２、二級河川久慈川水系河川整備計画変更対照表、

資料２―３、河川整備計画（修正案）、資料２―４、ご欠席の意見の事前確認結果

について。それから、参考資料として資料３―１、河川整備計画河川整備懇談会案

議事録、同じく資料３―２、議事録非公開、配付資料としては以上になります。ご

確認をお願いいたします。 

 なお、委員の皆様にのみ配付しております資料２―１、第１回懇談会意見への回

答・対応、資料２―４、御欠席委員の事前意見の確認について、参考資料の３―１、

３―２につきましては非公開資料となっております。資料２―１につきましては、

非公開情報を含むことから、懇談会終了後回収させていただきます。 

 また、議事録作成のため、録画及び録音をさせていただきたいと考えております

ので、ご了承願います。 

 事務連絡は以上になります。 

 

 ２．挨  拶 

 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 それでは、開催に先立ちまして、県北広域振興局土木部長の佐野よりご挨拶を申
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し上げます。 

〇佐野部長（県北広域振興局土木部）  

県北広域振興局土木部長の佐野でございます。 

 本日は、この３月末の年度末のお忙しいところ、第２回久慈川水系河川整備懇談

会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。また、前回の懇談会、それ

から洪水対策や津波対策のハード整備だけでなく、支障木や立ち木伐採等の日常の

管理が重要であること、また水辺に親しむ、そういう癒やしの河川の存在、その環

境や利活用など、様々な角度から多くのご意見をいただきましたこと、誠にありが

とうございます。 

 本日は、前回委員の皆様からいただいた意見に対する対応や県の考え方を示すと

ともに、委員の皆様からいただいた意見を踏まえて修正しました河川整備計画（案）

についてこれからご説明することになります。 

 つきましては、この後担当のほうから河川整備計画（案）の修正内容について説

明を行いますので、改めて河川整備計画の策定にご協力をお願いいたしまして、私

の挨拶といたします。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 議事に先立ちまして、本日ご出席の委員についてご紹介いたします。 

 出席者名簿に従って順にご紹介をいたします。 

 大沢リツ子委員でございます。 

〇大沢リツ子委員 

 大沢です。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 上山昭彦委員でございます。 

〇上山昭彦委員 

 おはようございます。よろしくお願いします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 久保田敏晴委員でございます。 

〇久保田敏晴会長 

 よろしくお願いします。 
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〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 山王敏彦委員でございます。 

〇山王敏彦委員 

 山王です。よろしくお願いします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 瀧重吉委員でございます。 

〇瀧重吉委員 

 よろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 竹内基委員でございます。 

〇竹内基委員 

 よろしくお願いします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 藤森敏夫委員でございます。 

〇藤森敏夫委員 

 よろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 ありがとうございました。 

 なお、佐々木敏之委員、繁名正人委員、松川千代松委員につきましては、本日都

合により欠席となっております。 

 続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。なお、事務局の紹介は前列だ

けとさせていただきます。 

 県北土木の晴山主査になります。 

〇晴山河川港湾課主査（県北広域振興局土木部） 

 晴山です。よろしくお願いします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 河川課の葛巻主査になります。 

〇葛巻県土整備部河川課主査 

 葛巻です。よろしくお願いいたします。 
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〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 同じく河川課の金田一主任です。 

〇金田一県土整備部河川課主任 

 金田一と申します。よろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 同じく河川課の佐藤主査です。 

〇佐藤県土整備部河川課主査 

 県庁河川課の佐藤です。よろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 振興局土木部長の佐野です。 

〇佐野部長（県北広域振興局土木部） 

 佐野です。よろしくお願いいたします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 久慈市さんからも出席をいただいております。 

 建設企画課の濱田課長さんでございます。 

〇濱田建設企画課長（久慈市建設企画部） 

 濱田です。よろしくお願いします。 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 同じく宇部係長さんです。 

〇宇部建設企画課企画係長（久慈市建設企画部） 

 宇部です。よろしくお願いします。 

 

 ３．議  事 

  （１）第１回懇談会の意見等について 

  （２）久慈川水系河川整備計画の修正案について 

  （３）その他 

 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 それでは、議事に入ります。 

 ここからは、久保田会長に進行をお願いしたいと思います。久保田会長よろしく
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お願いいたします。 

〇久保田敏晴会長 

 それでは、議長を承っております久保田です。よろしくお願いいたします。皆様

方のご協力を得ながら議事を進めたいと思いますので、よろしくお願いします。  

 それでは、（１）、第１回懇談会の意見等についての事務局の説明をお願いいたし

ます。 

 

 説明後、委員から以下のような意見が出されました。 

 

 意見）昨日の地元説明会で、両岸護岸にして、堆積土砂が無いような大きく深い

川にしてほしいとの意見があったので、いろいろな意見を踏まえながら整備を

行っていただきたい。 

 

〇久保田敏晴会長 

 （２）久慈川水系河川整備計画の修正案について、事務局説明をよろしくお願い

いたします。 

 

 説明後、委員から以下のような意見が出されました。 

 

 意見）昨日の地元説明会では、新街橋の整備内容について、もう少し詳しい説明

をされていた。この場の方にも情報提供してはどうか。 

 事務局回答）現時点の案について説明。今後久慈市や地元と調整しながら決定し

ていきたい。 

 

 問）昨日の地元説明会で小屋畑川に整備するバック堤が市道上長内日吉町線のと

ころまでと説明があったが、長内川の現況堤防と同じ高さで持ってくるともう

少し上流側まで整備する必要があるのではないか。 

 事務局回答）多少前後はあるかもしれないが、イメージとしては市道の部分まで

である。今後詳細設計で検討していく。 

 



 

- 6 - 

 問）小屋畑川を付け替えると長内川との合流点がこれまでより上流になるが、長

内川に生息する生物への影響についてどのように考えているか。 

 事務局回答）有識者の方の意見も伺いながら検討していきます。 

 

 問）用水路は現在も流れているのか。常に流れているのか。最終的には現在の小

屋畑川に流れているのか。 

事務局回答）冬になると長内川に流す形になっている。冬はあまり流れていない。

最終的には小屋畑川を横断し長内川へ流れている。 

 

意見）流域治水プロジェクトを立ち上げるのは良いこと。山の管理者も含めて、

流木対策、土砂流出対策なども行ってほしい。 

事務局回答）山の管理者も含めて情報共有しながら検討していきます。 

 

意見）河川環境は常に変動していくものなので、その変動を許容できるような河

川構造になるように、住民側と行政側で調整してほしい。 

事務局回答）検討していきます。 

 

問）小屋畑川の付替えにより、新河道と山の間に挟まれ不安だということがあっ

たが、その辺りはどのように考えているか。 

 事務局回答）確かに位置的には川が近づく形にはなりますが、流せる洪水量は倍

程度になることから、現在より安全度は向上すると考えている。地域の皆さま

には丁寧に説明していきたい。 

 

 問）小屋畑川の付替河道は山を切り開いて作るが、風の影響は考えているか。  

 事務局回答）今後検討していきたい。 

 

〇久保田敏晴会長 

 それでは、事務局のほうから何か。 

〇金田一県土整備部河川課主任 

 事務局から１点ございます。 
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 本日第１回懇談会で委員の皆様からいただいた意見を踏まえて修正させていただ

きました久慈川水系の河川整備計画につきましてご説明させていただきまして、事

務局としましては概ね委員の皆様から了解を得られたのかなと考えているところで

す。 

 つきましては、規約第２条の懇談会の目的である県が策定する久慈川水系河川整

備計画（案）について検討、提言を行うことについては目的が達成されたため、本

懇談会は今回で終了とさせていただきまして、今後については久慈川水系河川整備

計画（案）の策定手続に移行してまいりたいと考えております。  

 先ほどスライドの方で説明させていただきましたけれども、今回第２回懇談会と

いうことで開催させていただき、今後この案をもって関係の市町村の皆様、あとは

関係機関の皆様と協議を行って、公表に向けて作業を行っていきたいと思っており

ます。本日いただきました意見についても、修正等につきまして事務局のほうで作

業をさせていただきまして、４月中旬頃をめどにまた皆様に修正版のほうを共有さ

せていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 また、その後に関係機関との協議がございますので、そちらでもこの整備計画の

本文の方が修正される場合がございます。そちらにつきましても最終的なバージョ

ンのものを皆様に共有をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 以上になります。 

〇久保田敏晴会長 

 ただいま事務局から今回で懇談会を終了し、整備計画の策定に向けて手続を移行

することについて提案がありますが、どうでしょうか皆さん、よろしいですか。  

 「異議なし」の声 

〇久保田敏晴会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、今回の懇談会にて久慈川水系河川整備計画懇談会は終了することとさ

せていただきます。 

 前回と今回と懇談会の議事進行にご協力いただきまして、誠にありがとうござい

ました。本日も本当にご協力ありがとうございました。 
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〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 委員の皆様、ご議論ありがとうございました。 

 

 ４．その他 

 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 次第の４、その他ですが、事務連絡が２点ほどございます。 

 １つ目についてですが、資料の２―１につきましては、懇談会終了後事務局が回

収いたしますので、机の上に置いていってくださりますようお願いいたします。  

 ２つ目についてですが、本日参考資料としてお配りさせていただいております資

料の３―１と３―２、２つ、整備懇談会案の議事録ということでお配りしておりま

すけれども、資料の３―１につきましては委員の皆様のどなたの意見か分からない

ような形でまとめた議事録となっております。資料の３―２のほうにつきましては、

どなたのご意見か分かるような形にまとめた議事録となっております。これらにつ

いてお持ち帰りいただきまして、発言内容等に誤り等がないか確認をお願いしたい

と考えております。ご確認方法と確認の期限等詳細につきましては、後日県北広域

振興局土木部より連絡をさせていただきますので、お忙しいところ恐縮ですが、ご

確認のほどよろしくお願いいたします。 

 なお、資料３―１につきましては、県の審議会の規定に基づきまして県のホーム

ページで公開したいと考えておりますので、ご了承いただければと思います。  

 事務連絡は以上になりますが、ご質問等はございますでしょうか。 

 「なし」の声 

 

 ５．閉 会 

 

〇田村河川港湾課長（県北広域振興局土木部） 

 それでは、ないようですので、これをもちまして第２回久慈川水系河川整備懇談

会を終了いたします。 

 委員の皆様におかれましては、年度末のご多忙のところ、２回にわたり懇談会に

ご出席いただき、誠にありがとうございました。今後は皆様の意見を踏まえて作成
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した久慈川水系河川整備計画（案）の策定に向けて、また計画の実施に向けてしっ

かりと取り組んでいきたいと考えております。本日は誠にありがとうございました。 


